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(57)【要約】
【課題】立体視表示のＶＡ方式のバリアにおいて、モア
レに起因する画質劣化を抑制する方法を提案する。
【解決手段】電圧が印加される電極が形成された第１基
板と第２基板との間に封止され、光を透過又は遮断可能
な液晶層であって、前記電圧が印加されない場合に前記
光を遮断し、前記電圧が印加された場合に前記光を透過
する液晶層と、前記第１基板と前記第２基板との間に設
けられ、前記液晶層の厚みを制御する柱状のスペーサと
、を備え、前記第２基板の第２電極は、配列方向に配列
された複数の小電極を含み、前記第１基板の第１電極に
は、前記電圧が印加された際に、前記小電極と協働して
前記液晶層における電界の向きを制御する孔が形成され
、前記スペーサは、前記第２電極の、前記配列方向にお
いて前記孔から離れたスリット部に対向するように、設
けられている、液晶バリア。
【選択図】図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電圧が印加される電極が形成された第１基板と第２基板との間に封止され、光を透過又
は遮断可能な液晶層であって、前記電圧が印加されない場合に前記光を遮断し、前記電圧
が印加された場合に前記光を透過する液晶層と、
　前記第１基板と前記第２基板との間に設けられ、前記液晶層の厚みを制御する柱状のス
ペーサと、
　を備え、
　前記第２基板の第２電極は、配列方向に配列された複数の小電極を含み、
　前記第１基板の第１電極には、前記電圧が印加された際に、前記小電極と協働して前記
液晶層における電界の向きを制御する孔が形成され、
　前記スペーサは、前記第２電極の、前記配列方向において前記孔から離れたスリット部
に対向するように、設けられている、
　液晶バリア。
【請求項２】
　前記液晶層は、前記光を透過可能な透過領域と、前記光を遮断可能な遮断領域と、を有
し、
　前記スペーサは、前記透過領域と前記遮断領域のうちの前記遮断領域のみに設けられて
いる、
　請求項１に記載の液晶バリア。
【請求項３】
　前記スリット部は、前記配列方向において隣り合う前記小電極の境界部に形成されてい
る、
　請求項１に記載の液晶バリア。
【請求項４】
　前記スリット部は、前記小電極の中央部に形成されている、
　請求項１に記載の液晶バリア。
【請求項５】
　前記複数の小電極のうちの前記スペーサが対向する小電極の前記中央部のみに、前記ス
リット部が形成されている、
　請求項４に記載の液晶バリア。
【請求項６】
　前記スペーサは、前記第２基板から前記第１基板へ向かって前記スペーサの直径が小さ
くなる円錐状に形成されている、
　請求項１に記載の液晶バリア。
【請求項７】
　前記液晶層は、前記光を透過可能な透過領域と、前記光を遮断可能な遮断領域と、を有
し、
　前記孔は、前記第１電極の前記透過領域及び前記遮断領域に対応する領域に、それぞれ
形成されている、
　請求項１に記載の液晶バリア。
【請求項８】
　表示部及び液晶バリアを有し、立体視表示が可能な表示装置であって、
　前記液晶バリアは、
　電圧が印加される電極が形成された第１基板と第２基板との間に封止され、光を透過又
は遮断可能な液晶層であって、前記電圧が印加されない場合に前記光を遮断し、前記電圧
が印加された場合に前記光を透過する液晶層と、
　前記第１基板と前記第２基板との間に設けられ、前記液晶層の厚みを制御する柱状のス
ペーサと、
　を備え、
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　前記第２基板の第２電極は、配列方向に配列された複数の小電極を含み、
　前記第１基板の第１電極には、前記電圧が印加された際に、前記小電極と協働して前記
液晶層における電界の向きを制御する孔が形成され、
　前記スペーサは、前記第２電極の、前記配列方向において前記孔から離れたスリット部
に対向するように、設けられている、
　表示装置。
【請求項９】
　表示部及び液晶バリアを有し、立体視表示が可能な表示装置を具備する電子機器であっ
て、
　前記液晶バリアは、
　電圧が印加される電極が形成された第１基板と第２基板との間に封止され、光を透過又
は遮断可能な液晶層であって、前記電圧が印加されない場合に前記光を遮断し、前記電圧
が印加された場合に前記光を透過する液晶層と、
　前記第１基板と前記第２基板との間に設けられ、前記液晶層の厚みを制御する柱状のス
ペーサと、
　を備え、
　前記第２基板の第２電極は、配列方向に配列された複数の小電極を含み、
　前記第１基板の第１電極には、前記電圧が印加された際に、前記小電極と協働して前記
液晶層における電界の向きを制御する孔が形成され、
　前記スペーサは、前記第２電極の、前記配列方向において前記孔から離れたスリット部
に対向するように、設けられている、
　電子機器。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、液晶バリア、表示装置、及び電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、立体視表示を実現できる表示装置（立体表示装置）が注目を集めている。立体視
表示は、互いに視差のある（視点の異なる）左眼用映像と右眼用映像を表示するものであ
り、観察者が左右の眼で左眼用映像と右眼用映像を見ることにより奥行きのある立体的な
映像として認識することができる。
【０００３】
　上記の立体表示装置は、専用の眼鏡が必要なものと、専用の眼鏡が不要なものとに大別
される。観察者にとって、専用の眼鏡の装着は煩わしく感じるものであるため、専用の眼
鏡が不要なものが望まれている。専用の眼鏡が不要な表示装置としては、例えば、レンチ
キュラーレンズ方式や、視差バリア（パララックスバリア）方式などがある。
【０００４】
　そして、パララックスバリア方式による立体表示装置は、例えば液晶表示装置（ＬＣＤ
：Liquid　Crystal　Display）を利用して、上記の左眼用映像および右眼用映像を空間分
割的に表示すると共に、表示面に所定のバリア（例えば、特許文献１参照）を設けたもの
である。
【０００５】
　上記のバリアは、通常、光を透過または遮断する複数の開閉部を有しており、例えば透
過状態の開閉部（透光部）と遮断状態の開閉部（遮光部）とを交互に配置することにより
、表示映像を様々な視点方向に分離するようになっている。また、バリアには、一対の基
板間に電極を介して液晶層を封止したもの（液晶セル）が用いられ、例えば一方の基板側
の電極が、個別に電圧を供給可能な複数のサブ電極に分割されている。更に、上記のバリ
アには、一対の基板間において、上記の液晶層の厚み（セルギャップ）を制御するための
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スペーサが設けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平３－１１９８８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　近年、立体表示装置のバリアにおいて、広視野角等を実現すべく、いわゆるＶＡ（Vert
ical　Alignment）方式が採用されている。ＶＡ方式のバリアでは、電極に電圧を印加し
ない初期状態では液晶を垂直に配向させ、電圧を印加させて液晶を倒すことにより、光の
非透過状態（黒）と透過状態（白）とを表現する。更に、ＶＡ方式のバリアにおいて、一
対の基板のうちの一方の基板側の電極に、孔（ピンホール）を形成する方法が提案されて
いる。
【０００８】
　そして、ＶＡ方式のバリアにおいて、上記のスペーサを設ける場合には、液晶層のスペ
ーサの周囲で液晶分子の配向が乱れることが知られている。そして、液晶分子の配向が乱
れることにより、立体視表示の際にモアレが発生し、画質が劣化する。特に、電極に孔を
形成する場合には、スペーサの周囲において液晶分子の配向が乱れる領域が広くなり、モ
アレが顕著になる。なお、上記の特許文献１では、スペーサ周囲での液晶分子の配向の乱
れに起因するモアレについては、何ら着目されていない。
【０００９】
　そこで、本開示は、立体視表示のＶＡ方式のバリアにおいて、モアレに起因する画質劣
化を抑制する方法を提案する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本開示によれば、電圧が印加される電極が形成された第１基板と第２基板との間に封止
され、光を透過又は遮断可能な液晶層であって、前記電圧が印加されない場合に前記光を
遮断し、前記電圧が印加された場合に前記光を透過する液晶層と、前記第１基板と前記第
２基板との間に設けられ、前記液晶層の厚みを制御する柱状のスペーサと、を備え、前記
第２基板の第２電極は、配列方向に配列された複数の小電極を含み、前記第１基板の第１
電極には、前記電圧が印加された際に、前記小電極と協働して前記液晶層における電界の
向きを制御する孔が形成され、前記スペーサは、前記第２電極の、前記配列方向において
前記孔から離れたスリット部に対向するように、設けられている、液晶バリアが提供され
る。
【００１１】
　かかる構成によれば、前記スペーサは、前記第２電極の、前記配列方向において前記孔
から離れたスリット部に対向するように、設けられている。かかる場合には、例えばスペ
ーサが前記孔に対向する場合に比べて、液晶層のスペーサ周囲の液晶分子の配向の乱れを
抑制できる。特に、ＶＡ方式のバリアにおける液晶分子の配向の乱れを有効に抑制できる
。これにより、液晶分子の配向の乱れに起因するモアレの発生度合いを抑制でき、この結
果モアレに起因する画質劣化も抑制できる。
【００１２】
　また、本開示によれば、表示部及び液晶バリアを有し、立体視表示が可能な表示装置で
あって、前記液晶バリアは、電圧が印加される電極が形成された第１基板と第２基板との
間に封止され、光を透過又は遮断可能な液晶層であって、前記電圧が印加されない場合に
前記光を遮断し、前記電圧が印加された場合に前記光を透過する液晶層と、前記第１基板
と前記第２基板との間に設けられ、前記液晶層の厚みを制御する柱状のスペーサと、を備
え、前記第２基板の第２電極は、配列方向に配列された複数の小電極を含み、前記第１基
板の第１電極には、前記電圧が印加された際に、前記小電極と協働して前記液晶層におけ
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る電界の向きを制御する孔が形成され、前記スペーサは、前記第２電極の、前記配列方向
において前記孔から離れたスリット部に対向するように、設けられている、表示装置が提
供される。
【００１３】
　また、本開示によれば、表示部及び液晶バリアを有し、立体視表示が可能な表示装置を
具備する電子機器であって、前記液晶バリアは、電圧が印加される電極が形成された第１
基板と第２基板との間に封止され、光を透過又は遮断可能な液晶層であって、前記電圧が
印加されない場合に前記光を遮断し、前記電圧が印加された場合に前記光を透過する液晶
層と、前記第１基板と前記第２基板との間に設けられ、前記液晶層の厚みを制御する柱状
のスペーサと、を備え、前記第２基板の第２電極は、配列方向に配列された複数の小電極
を含み、前記第１基板の第１電極には、前記電圧が印加された際に、前記小電極と協働し
て前記液晶層における電界の向きを制御する孔が形成され、前記スペーサは、前記第２電
極の、前記配列方向において前記孔から離れたスリット部に対向するように、設けられて
いる、電子機器が提供される。
【発明の効果】
【００１４】
　以上説明したように本開示によれば、立体視表示のＶＡ方式のバリアにおいて、モアレ
に起因する画質劣化を抑制することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本開示の一実施形態に係る表示装置の構成の一例を示すブロック図である。
【図２】一実施形態に係る表示装置の要部の構成例を表すものである。
【図３】一実施形態に係る表示駆動部と表示部の詳細構成の一例を示す図である。
【図４】図４（Ａ）は、画素Ｐｉｘの回路図の一例を示す図であり、図４（Ｂ）は、画素
Ｐｉｘを含む表示部の断面構成を示す図である。
【図５】一実施形態に係る液晶バリアにおける開閉部の配置構成の一例を示す図である。
【図６】一実施形態に係る液晶バリアの断面構成を示す図である。
【図７】一実施形態に係る液晶バリアにおける液晶分子の配向状態の一例を示す図である
。
【図８】一実施形態に係る透明電極層２０６ａの構成を示す図である。
【図９】一実施形態に係る透明電極層２０６ｂの構成を示す図である。
【図１０】一実施形態に係るスペーサの配置状態を説明するための模式図である。
【図１１】図１０に示す構成の場合の、液晶層における液晶分子の配向状態のシミュレー
ション結果を示す図である。
【図１２】図１０に示すスペーサ周辺の液晶分子の配向状態を説明するための模式図であ
る。
【図１３】比較例に係るスペーサの配置状態を説明するための模式図である。
【図１４】図１３に示す構成の場合の、液晶層における液晶分子の配向状態のシミュレー
ション結果を示す図である。
【図１５】図１３に示すスペーサの周辺の液晶分子の配向状態を説明するための模式図で
ある。
【図１６】一実施形態に係るスペーサの配置の第１変形例を説明するための図である。
【図１７】モアレの発生度合いを説明するための図である。
【図１８】一実施形態に係るスペーサの配置の第２変形例を説明するための図である。
【図１９】一実施形態に係る開閉部のグループ構成例を示すものである。
【図２０】一実施形態に係る立体視表示および２次元表示を行う場合の液晶バリアの状態
を模式的に表すものである。
【図２１】一実施形態に係る表示部および液晶バリアの動作例を示す図である。
【図２２】本開示の一実施形態に係る電子機器の一例であるテレビを示す図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１６】
　以下に添付図面を参照しながら、本開示の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１７】
　なお、説明は以下の順序で行うものとする。
　１．表示装置の構成
　　１－１．表示装置の構成の概要
　　１－２．表示駆動部と表示部の構成
　　１－３．バックライトの構成
　　１－４．液晶バリアの構成
　　１－５．スペーサの構成
　　１－６．バリア駆動部の構成
　２．表示装置の動作例
　　２－１．表示装置の全体動作の概要
　　２－２．立体視表示動作の詳細
　３．まとめ
【００１８】
　＜１．表示装置の構成＞
　（１－１．表示装置の構成の概要）
　図１を参照しながら、本開示の一実施形態に係る表示装置１００の構成の概要について
説明する。図１は、本開示の一実施形態に係る表示装置１００の構成の一例を示すブロッ
ク図である。
【００１９】
　表示装置１００は、立体視表示と２次元表示の双方を実現可能な表示装置である。図１
に示すように、表示装置１００は、制御部１１０と、表示駆動部１２０と、表示部１３０
と、バックライト駆動部１４０と、バックライト１５０と、バリア駆動部１６０と、液晶
バリア１７０（光バリア部、光バリア素子）と、を備える。
【００２０】
　制御部１１０は、外部より供給される映像信号Ｖdispに基づいて、表示駆動部１２０、
バックライト駆動部１４０、及びバリア駆動部１６０に対して、それぞれ制御信号を供給
し、これらがお互いに同期して動作するように制御する回路である。具体的には、制御部
１１０は、表示駆動部１２０に対して映像信号Ｖdispに基づく映像信号Ｓを供給し、バッ
クライト駆動部１４０に対してバックライト制御命令を供給し、バリア駆動部１６０に対
してバリア制御命令を供給する。ここで、映像信号Ｓは、表示装置１００が立体視表示を
行う場合に、後述するように、それぞれが複数（この例では６つ）の視点映像を含む映像
信号ＳＡ、ＳＢから構成される。
【００２１】
　表示駆動部１２０は、制御部１１０から供給される映像信号Ｓに基づいて表示部１３０
を駆動する。表示部１３０は、液晶素子を駆動して、バックライト１５０から射出した光
を変調することにより表示を行う。
【００２２】
　バックライト駆動部１４０は、制御部１１０から供給されるバックライト制御信号に基
づいてバックライト１５０を駆動する。バックライト１５０は、表示部１３０に対して面
発光した光を射出する機能を有する。
【００２３】
　バリア駆動部１６０は、制御部１１０から供給されるバリア制御命令に基づいて液晶バ
リア１７０を駆動する。液晶バリア１７０は、光を透過または遮断する複数の開閉部１７
１、１７２（後述）を有しており、表示部１３０から出射された映像光を、所定の方向に
向けて分割する機能を有する。
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【００２４】
　図２は、表示装置１００の要部の構成例を表すものであり、図２（Ａ）は表示装置１０
０の斜視図を示し、図２（Ｂ）は表示装置１００の側面図を示す。図２（Ａ）及び図２（
Ｂ）に示したように、表示装置１００では、Ｚ方向において、バックライト１５０、表示
部１３０、液晶バリア１７０の順に配置されている。つまり、バックライト１５０から射
出した光は、表示部１３０および液晶バリア１７０を順に透過して、観察者に届くように
なっている。なお、表示部１３０と液晶バリア１７０は、接着されていても良いし、接着
されていなくても良い。
【００２５】
　（１－２．表示駆動部と表示部の構成）
　図３を参照しながら、一実施形態に係る表示駆動部１２０と表示部１３０の構成の一例
について説明する。図３は、一実施形態に係る表示駆動部１２０と表示部１３０の構成の
一例を示す図である。
【００２６】
　図３に示すように、表示駆動部１２０は、タイミング制御部１２２と、ゲートドライバ
１２４と、データドライバ１２６と、を備える。タイミング制御部１２２は、ゲートドラ
イバ１２４およびデータドライバ１２６の駆動タイミングを制御する。また、タイミング
制御部１２２は、制御部１１０から供給された映像信号Ｓを映像信号Ｓ１としてデータド
ライバ１２４へ供給する。
【００２７】
　ゲートドライバ１２４は、タイミング制御部１２２によるタイミング制御に従って、表
示部１３０に配列された画素Ｐｉｘ（後述）を行ごとに順次選択して、順次走査する。デ
ータドライバ１２６は、表示部１３０の各画素Ｐｉｘへ、映像信号Ｓ１に基づく画素信号
を供給する。具体的には、データドライバ１２６は、映像信号Ｓ１に基づいてＤ／Ａ（デ
ジタル／アナログ）変換を行うことにより、アナログ信号である画素信号を生成し、各画
素Ｐｉｘへ供給する。
【００２８】
　表示部１３０は、例えばガラスなどから構成される２枚の透明基板の間に液晶材料を封
入したものである。透明基板の液晶材料に面した部分には、例えばＩＴＯ（IndiumTin　O
xide）などから構成される透明電極が形成され、液晶材料とともに画素Ｐｉｘを構成して
いる。表示部１３０における液晶材料としては、例えばネマチック液晶を用いたＶＡモー
ドの液晶が用いられる。また、表示部１３０には、画素Ｐｉｘがマトリクス状に配置され
ている。以下、この表示部１３０（画素Ｐｉｘ）の構成について、図４（Ａ）及び図４（
Ｂ）を参照しながら詳述する。
【００２９】
　図４（Ａ）は、画素Ｐｉｘの回路図の一例を示す図である。画素Ｐｉｘは、ＴＦＴ（Th
in　Film　Transistor）素子Ｔｒと、液晶素子ＬＣと、保持容量素子Ｃと、を備えている
。ＴＦＴ素子Ｔｒは、例えばＭＯＳ－ＦＥＴ（Metal　Oxide　Semiconductor-Field　Eff
ect　Transistor）から成り、ゲートがゲート線Ｇに接続され、ソースがデータ線Ｄに接
続され、ドレインが液晶素子ＬＣの一端と保持容量素子Ｃの一端に接続されている。液晶
素子ＬＣは、一端がＴＦＴ素子Ｔｒのドレインに接続され、他端は接地されている。保持
容量素子Ｃは、一端がＴＦＴ素子Ｔｒのドレインに接続され、他端は保持容量線Ｃｓに接
続されている。ゲート線Ｇはゲートドライバ１２４に接続され、データ線Ｄはデータドラ
イバ１２６に接続されている。
【００３０】
　図４（Ｂ）は、画素Ｐｉｘを含む表示部１３０の断面構成を示す図である。表示部１３
０は、断面でみると、駆動基板１３１と対向基板１３５との間に、液晶層１３３を封止し
たものである。駆動基板１３１は、ＴＦＴ素子Ｔｒを含む画素駆動回路が形成されたもの
であり、駆動基板１３１上には、画素Ｐｉｘ毎に画素電極１３２が配設されている。対向
基板１３５には、図示しないカラーフィルタやブラックマトリクスが形成されており、更
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に液晶層１３３側の面には、対向電極１３４が各画素Ｐｉｘに共通の電極として配設され
ている。表示部１３０の光入射側（ここでは、バックライト１５０側）および光出射側（
ここでは、液晶バリア１７０側）には、偏光板１３６ａ、１３６ｂが、互いにクロスニコ
ルまたはパラレルニコルとなるように貼り合わせられている。
【００３１】
　（１－３．バックライトの構成）
　バックライト１５０は、例えば導光板の側面に例えばＬＥＤ（Light　Emitting　Diode
）を配設してなるものである。バックライト１５０は、あるいは、複数本のＣＣＦＬ（Co
ld　Cathode　Fluorescent　Lamp）等を配列させたものであってもよい。
【００３２】
　（１－４．液晶バリアの構成）
　次に、一実施形態に係る液晶バリア１７０の構成について説明する。液晶バリア１７０
は、光を透過または遮断する複数の開閉部１７１、１７２を有し、表示部１３０から出射
された映像光を、所定の方向に向けて分割する機能を有する。
【００３３】
　図５は、一実施形態に係る液晶バリア１７０における開閉部１７１、１７２の配置構成
の一例を示す図である。液晶バリア１７０は、いわゆるパララックスバリアであり、図５
に示すように交互に配列された複数の開閉部１７１、開閉部１７２を有する。開閉部１７
１、１７２は、表示装置１００が２次元表示および立体視表示のどちらを行うかにより、
異なる動作を行う。
【００３４】
　具体的には、開閉部１７１は、後述するように、２次元表示の際には開放状態（透過状
態）になり、立体視表示を行う際には、閉状態（遮断状態）となる。開閉部１７２は、後
述するように、２次元表示の際には開放状態（透過状態）、立体視表示の際には、時分割
的に開閉動作を行う。開閉部１７１、１７２は、交互に複数設けられており、例えば、複
数の開閉部１７１、１７２のうちの選択的な開閉部からなるグループ毎に駆動し、また、
グループ毎の駆動を時分割的に行うことができる。
【００３５】
　開閉部１７１および開閉部１７２は、境界部Ｓを隔てて、ＸＹ平面における一方向（こ
こでは、例えば水平方向Ｘから所定の角度θをなす方向）に延在して設けられている。開
閉部１７１の幅Ｅ１及び１７２の幅Ｅ２の大きさは、互いに異なり、ここでは幅Ｅ１＞幅
Ｅ２の関係となっている。但し、開閉部１７１、１７２の幅の大小関係はこれに限定され
ず、幅Ｅ１＜幅Ｅ２の関係であってもよく、また、幅Ｅ１＝幅Ｅ２の関係であってもよい
。境界部Ｓは、例えば、後述のライン電極２１１、２１２間の溝（スリット）に対応する
部分である。開閉部１７１、１７２は、液晶層（後述の液晶層２０４）を含んで構成され
ており、液晶層２０４への駆動電圧によって、開閉が切り替わる。
【００３６】
　図６は、一実施形態に係る液晶バリア１７０の断面構成を示す図である。液晶バリア１
７０は、透明基板２０２ａ、２０２ｂと、液晶層２０４と、透明電極層２０６ａ、２０６
ｂと、偏光板２０８ａ、２０８ｂと、を有する。なお、本実施形態では、透明基板２０２
ｂが第１基板に該当し、透明基板２０２ａが第２基板に該当する。
【００３７】
　液晶層２０４は、透明基板２０２ａと透明基板２０２ｂの間に位置にて封止されている
。液晶層２０４は、例えばＶＡ（Vertical　Alignment）モードの液晶（ＶＡ液晶）を含
む。すなわち、液晶バリア１７０は、いわゆるＶＡ方式のバリアである。本実施の形態で
は、液晶層２０４は、ノーマリーブラックモードで駆動され、駆動電圧の印加状態に応じ
て、光を透過し、又は光を遮断する。すなわち、液晶層２０４は、光を透過可能な透過領
域（開閉部１７２）と、光を遮断可能な遮断領域（開閉部１７１）と、を有する。
【００３８】
　図７は、一実施形態に係る液晶バリア１７０における液晶分子の配向状態の一例を示す
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図である。図７（Ａ）に示すように駆動電圧を印加していない状態では、液晶分子Ｌのダ
イレクタが、液晶層２０４の厚み方向（Ｚ方向）に沿うように配列している。一方で、図
７（Ｂ）に示すように駆動電圧を印加した状態では、液晶分子Ｌのダイレクタが、液晶層
２０４の幅方向（Ｘ方向）に沿うように配列している。そして、図７（Ａ）に示す駆動電
圧を印加していない状態が、光が遮断する遮断状態（黒表示）となり、図７（Ｂ）に示す
駆動電圧を印加した状態が、光が透過する透過状態（白表示）となる。このようにＶＡ方
式の液晶バリア１７０を用いることで、高コントラストを実現可能である。
【００３９】
　透明電極層２０６ａ、２０６ｂは、例えばＩＴＯ等からなる。図６に示すように、透明
電極層２０６ａは、透明基板２０２ａの液晶層２０４側の面に形成され、透明電極層２０
６ｂは、透明基板２０２ｂの液晶層２０４側の面に形成されている。透明電極層２０６ａ
、２０６ｂの少なくとも一方は、個々に電圧を供給可能な複数のライン電極に分割されて
いる。本実施形態では、透明電極層２０６ａが複数のライン電極２１１、２１２に分割さ
れ、透明電極層２０６ｂが各ライン電極２１１、２１２に共通の電極として設けられてい
る。このように本実施形態では、透明電極層２０６ａが、第２電極が形成された層であり
、透明電極層２０６ｂが、第１電極が形成された層である。
【００４０】
　ライン電極２１１に対応する領域が開閉部１７１であり、ライン電極２１２に対応する
領域が開閉部１７２である。このような構成により、液晶層２０４の選択的な領域にのみ
電圧が印加され、開閉部１７１、１７２毎の透過（白表示）および遮断（黒表示）の切り
替えが行われる。透明電極層２０６ａ、２０６ｂの液晶層２０４側の面には、図示しない
配向膜が形成されている。
【００４１】
　図８は、一実施形態に係る透明電極層２０６ａの構成を示す図である。図８に示すよう
に、透明電極層２０６ａは、Ｘ方向に沿って交互に設けられたライン電極２１１とライン
電極２１２を含む。ライン電極２１１は、図８に示す配列方向に沿って配列された複数の
小電極２１１ａを有する。複数の小電極２１１ａは、正方形の形状を成している。また、
隣り合う小電極２１１ａは、間に位置する２つの接続部２１１ｂによって接続されている
。また、２つの接続部２１１ｂの間には、第１スリット部２１１ｃが形成されている。す
なわち、第１スリット部２１１ｃは、配列方向において隣り合う小電極２１１ａの境界部
に形成されている。なお、第１スリット部２１１ｃ上には、後述するスペーサ２２０が設
けられている。
【００４２】
　同様に、ライン電極２１２も、配列方向に沿って配列された複数の小電極２１２ａを有
する。複数の小電極２１２ａは、正方形の形状を成している。また、隣り合う小電極２１
２ａは、間に位置する２つの接続部２１２ｂによって接続されている。また、２つの接続
部２１２ｂの間には、スリット部２１２ｃが形成されている。なお、図８では、説明の便
宜上、小電極２１１ａと小電極２１２ａの大きさが同じように示されているが、これに限
定されない。例えば、小電極２１１ａと小電極２１２ａの大きさが、ライン電極２１１、
２１２のＸ方向の幅に応じて、異なることとしても良い。
【００４３】
　図９は、一実施形態に係る透明電極層２０６ｂの構成を示す図である。透明電極層２０
６ｂは、透明電極層２０６ａとは異なり、ライン電極に分割されていない。透明電極層２
０６ｂには、透明電極層２０６ａと協働して液晶層２０４における電界の向きを制御する
孔であるピンホール２１５が複数形成されている。ピンホール２１５は、透明電極層２０
６ａの、液晶層２０４の光の透過領域及び遮断領域に対応する領域に、規則的に形成され
ている。より詳細には、ピンホール２１５は、透明電極層２０６ａの小電極２１１ａ、２
１２ａの中心に対応する位置に、形成されている。
【００４４】
　偏光板２０８ａは、図６に示すように、透明基板２０２ａの光入射側に設けられ、偏光
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板２０８ｂは、透明基板２０２ｂの光出射側に設けられている。そして、偏光板２０８ａ
、２０８ｂは、液晶層２０４への入射光および出射光の各偏光方向を制御する。
【００４５】
　（１－５．スペーサの構成）
　上述した液晶バリア１７０では、透明基板２０２ａ、２０２ｂ（具体的には、透明電極
層２０６ａ、２０６ｂ）の間に、液晶層２０４の厚みを制御するスペーサ２２０（図８参
照）が設けられている。スペーサ２２０は、例えば、フォトレジスト等の樹脂より成り、
柱形状（円錐状）に成型されている。スペーサ２２０は、液晶バリア１７０のＸＹ平面に
おいて複数の選択的な領域に、複数設けられている。
【００４６】
　ところで、上述したＶＡ方式の液晶バリア１７０の場合には、スペーサ２２０の周囲で
液晶分子の配向が乱れることが知られている。そして、液晶分子の配向が乱れることによ
り、立体視表示の際にモアレが発生し、画質が劣化する。モアレは、表示部１３０の画素
の周期性と、スペーサ２２０の配置の周期性とが干渉して、発生する。特に、透明電極層
２０６ｂにピンホール２１５を形成した場合には、スペーサ２２０の周囲において液晶分
子の配向が乱れる領域が広くなり、立体視表示の際のモアレが顕著になる。そこで、本実
施形態では、液晶分子の配向乱れを抑制すべく、以下に説明するようにスペーサ２２０を
配置させている。
【００４７】
　図１０は、一実施形態に係るスペーサ２２０の配置状態を説明するための模式図である
。なお、図１０（Ａ）は、液晶バリア１７０の斜視図であり、図１０（Ｂ）は、図１０（
Ａ）の部分拡大図である。
【００４８】
　図１０（Ａ）に示すように、スペーサ２２０は、スペーサ２２０の一方の端面（透明電
極層２０６ｂ側の端面）が透明電極層２０６ｂ上においてピンホール２１５に対向しない
（非重畳となる）ように、配置している。図１０（Ａ）では、スペーサ２２０が、透明電
極層２０６ｂの、配列方向（図１０（Ｂ）のＸ方向）において隣り合うピンホール２１５
の間に位置する。
【００４９】
　スペーサ２２０は、透明電極層２０６ｂのライン電極２１１、２１２のうちのライン電
極２１１上に位置し、ライン電極２１２上には位置しない。上述したように、ライン電極
２１１は開閉部１７１に対応し、ライン電極２１２は開閉部１７２に対応する。このため
、スペーサ２２０は、液晶層２０４の光を透過可能な透過領域（開閉部１７２）と、光を
遮断可能な遮断領域（開閉部１７１）と、のうちの遮断領域のみに設けられている。この
ように、遮断領域にスペーサ２２０を配置させることで、仮にスペーサ２２０の周囲の液
晶分子の配向が乱れても、スペーサ２２０の周囲で十分な黒表示が得られるので、画像に
与える影響を小さくできる。
【００５０】
　また、スペーサ２２０は、スペーサ２２０の他方の端面（透明電極層２０６ａ側の端面
）がライン電極２１１の第１スリット部２１１ｃに対向する（第１スリット部２１１ｃ上
に位置する）ように、配置されている。ここで、第１スリット部２１１ｃは、ライン電極
２１１の、配列方向においてピンホール２１５から離れた位置に位置する。具体的には、
第１スリット部２１１ｃは、配列方向において隣り合うピンホール２１５の境界部の位置
に位置する。このため、スペーサ２２０は、ライン電極２１１の、配列方向においてピン
ホール２１５から離れた第１スリット部２１１ｃに対向するように、設けられている。ま
た、スペーサ２２０は、ライン電極２１１の接続部２１１ｂとは非重畳となっている。な
お、スペーサ２２０は、ライン電極２１１の全ての第１スリット部２１１ｃ上に設けても
良いし、一部の第１スリット部２１１ｃ（例えば、配列方向において所定間隔の第１スリ
ット部２１１ｃ）上に設けても良い。
【００５１】
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　スペーサ２２０は、透明電極層２０６ａと透明電極層２０６ｂのうちの透明電極層２０
６ａ側から成型されている。このため、スペーサ２２０の外周面には、透明電極層２０６
ａから透明電極層２０６ｂへ向けてスペーサ２２０の直径が小さくなるテーパ部２２１が
形成されている。
【００５２】
　なお、図１０（Ａ）、図１０（Ｂ）では、スペーサ２２０の透明電極層２０６ｂ側の端
面が、透明電極層２０６ｂと接触しているように示されているが、透明電極層２０６ｂと
接触していなくても良い。具体的には、液晶バリア１７０のＸＹ平面に設けられた複数の
スペーサ２２０の一部が、透明電極層２０６ｂと接触し、スペーサ２２０の残りが、透明
電極層２０６ｂと接触しない。
【００５３】
　図１１は、図１０に示す構成の場合の、液晶層２０４における液晶分子の配向状態のシ
ミュレーション結果を示す図である。図１２は、図１０に示すスペーサ２２０周辺の液晶
分子の配向状態を説明するための模式図である。図１１、図１２とも、駆動電圧が印加さ
れた際の液晶分子Ｌの配向状態を示している。なお、図１１では、説明の便宜上、スペー
サ２２０が示されていない。図１１では、透明電極層２０６ａと、透明電極層２０６ａよ
りも電位が低い透明電極層２０６ｂとの間の電界（透明電極層２０６ａからピンホール２
１５へ向かう電界）における等電位面が、実線で示されている。そして、図１１に示すよ
うに、液晶層２０４における液晶分子Ｌは、等電位面に沿って規則正しく配向している。
そして、図１１及び図１２を見ると分かるように、スペーサ２２０の周囲での液晶分子の
配向乱れがほとんど無い。なお、上記では、透明電極層２０６ｂの電位が透明電極層２０
６ａの電位よりも低いこととしたが、これに限定されず、透明電極層２０６ｂの電位が透
明電極層２０６ａの電位よりも高いこととしても良い。かかる場合にも、図１１に示すよ
うな等電位面が形成される。
【００５４】
　ここで、図１３に示す比較例の場合における液晶分子の配向状態について説明する。図
１３は、比較例に係るスペーサ２８０の配置状態を説明するための模式図である。図１３
（Ａ）は、比較例に係る液晶バリアの斜視図であり、図１３（Ｂ）は、図１３（Ａ）の部
分拡大図である。
【００５５】
　図１３（Ａ）に示すように、比較例に係るスペーサ２８０は、図１０に示す第１スリッ
ト部２１１ｃ上に位置するスペーサ２２０とは異なり、小電極２１１ａの中央部に位置し
ピンホール２１５と対向している。
【００５６】
　図１４は、図１３に示す構成の場合の、液晶層２０４における液晶分子の配向状態のシ
ミュレーション結果を示す図である。図１５は、図１３に示すスペーサ２８０の周辺の液
晶分子の配向状態を説明するための模式図である。図１４、図１５とも、駆動電圧が印加
された際の液晶分子Ｌの配向状態を示している。なお、図１４では、説明の便宜上、スペ
ーサ２２０が示されていない。図１４では、透明電極層２０６ａと、透明電極層２０６ａ
よりも電位が低い透明電極層２０６ｂとの間の電界（透明電極層２０６ａからピンホール
２１５へ向かう電界）における等電位面が、実線で示されている。そして、図１４に示す
ように、液晶層２０４における液晶分子は、等電位面に沿って配向している。しかし、図
１４及び図１５を見ると分かるように、スペーサ２８０の周囲での液晶分子Ｌの配向が、
大きく乱れている。具体的には、本来なら液晶層２０４のＸＹ平面に平行に配列されるべ
き液晶分子の一部が、ＸＹ平面と直交する方向（具体的には、図１４の紙面に垂直な方向
）に向かって配列している。なお、上記では、透明電極層２０６ｂの電位が透明電極層２
０６ａの電位よりも低いこととしたが、これに限定されず、透明電極層２０６ｂの電位が
透明電極層２０６ａの電位よりも高いこととしても良い。
【００５７】
　上述したように、本実施形態の場合には、スペーサ２２０を配列方向においてピンホー
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ル２１５から離れた第１スリット部２１１ｃに対向するように配置させることで、スペー
サ２２０の周囲における液晶分子の配向乱れが小さい。特に、本実施形態のようにＶＡ方
式の液晶バリア１７０における液晶分子の配向乱れを有効に抑制できる。これにより、液
晶分子の配向の乱れに起因するモアレの発生度合いを抑制できる。
【００５８】
　　（スペーサの配置の第１変形例）
　上記では、スペーサ２２０は、ライン電極２１１の配列方向において隣り合う小電極２
１１ａの間の第１スリット部２１１ｃ上に配置されることとしたが、これに限定されない
。例えば、図１６に示す第１変形例のように、スペーサ２２０は、小電極２１１ａ内（具
体的には、小電極２１１ａの中央部）に形成された第２スリット部２１１ｄ上に配置され
ることとしても良い。かかる場合にも、スペーサ２２０の周囲の液晶分子の配向乱れを抑
制できる。
【００５９】
　図１６は、一実施形態に係るスペーサ２２０の配置の第１変形例を説明するための図で
ある。図１６に示すように、透明電極２０６ａのライン電極２１１を構成する複数の小電
極２１１ａ内には、それぞれ第２スリット部２１１ｄが形成されている。第２スリット部
２１１ｄは、小電極２１１ａを４つに領域Ｒ１～Ｒ４に分けるように、２つの線分が交差
する十字状に形成されている。なお、透明電極２０６ｂに形成される小電極２１１ａに対
応するピンホール２１５は、小電極２１１ａの中心部に対応する位置では無く、図１６に
おいて破線で示すように、４つに分けられた領域Ｒ１～Ｒ４のそれぞれの中心に対応する
位置に形成される。すなわち、一つの小電極２１１ａに対して、４つのピンホール２１５
が形成される。
【００６０】
　同様に、ライン電極２１２を構成する複数の小電極２１２ａ内にも、それぞれ第２スリ
ット部２１２ｄが形成されている。第２スリット部２１２ｄも、第２スリット部２１１ｄ
と同様に、小電極２１２ａを４つの領域Ｒ１～Ｒ４に分けるように、十字状に形成されて
いる。なお、透明電極２０６ｂに形成される小電極２１２ｂに対応するピンホール２１５
は、小電極２１２ａの中心に対応する位置では無く、図１６において破線で示すように、
４つに分けられた領域Ｒ１～Ｒ４のそれぞれの中心に対応する位置に形成される。すなわ
ち、一つの小電極２１２ａに対して、４つのピンホール２１５が形成される。
【００６１】
　そして、第１変形例におけるスペーサ２２０は、ライン電極２１１とライン電極２１２
のうちのライン電極２１１の小電極２１１ａの中央部に形成された第２スリット部２１２
ｄ上に位置する。具体的には、第１変形例におけるスペーサ２２０は、ライン電極２１１
の配列方向において所定間隔（図１６では３つ間隔）毎の第２スリット部２１２ｄ上に位
置する。
【００６２】
　ここで、図１６に示す第１変形例に係るスペーサ２２０を用いた場合のモアレの発生度
合いと、図１３に示す比較例に係るスペーサ２８０を用いた場合のモアレの度合いとにつ
いて、図１７を参照しながら説明する。
【００６３】
　図１７は、モアレの発生度合いを説明するための図である。図１７Ａには、図１３に示
す比較例に係るスペーサ２８０を用いた場合のモアレの発生度合いが示されている。図１
７Ａに示すように、比較例の場合には、スペーサ２８０の周囲に大きさ渦が発生している
（図１７（Ａ）の部分Ｃ１参照）。ここで、渦の発生は、液晶分子の配向の乱れの度合い
と比例関係にあるので、比較例の場合にはスペーサ２８０の周囲の液晶分子の配向乱れが
大きいことを意味する。そして、大きさ渦が発生することで、画質の劣化が生じることに
なる。
【００６４】
　図１７Ｂには、図１６に示す第１変形例に係るスペーサ２２０を用いた場合のモアレの
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発生度合いが示されている。なお、図１７Ａに示すスペーサ２８０と、図１７Ｂに示すス
ペーサ２２０は、配列方向において同じ間隔で配列されている。図１７Ｂに示すように、
第１変形例の場合にも、スペーサ２２０の周囲に渦は発生するが、比較例の場合に比べて
渦の大きさが小さい（図１７（Ｂ）の部分Ｃ２参照）。すなわち、第１変形例のスペーサ
２２０の周囲の液晶分子の配向乱れが、比較例のスペーサ２８０の周囲の液晶分子の配向
乱れよりも小さい。このため、第１変形例の場合には、比較例の場合に比べて画質の劣化
を抑制できる。
【００６５】
　　（スペーサの配置の第２変形例）
　上記では、図１６に示すように、ライン電極２１１を構成する複数の小電極２１１ａの
全て、及びライン電極２１２を構成する複数の小電極２１２ａの全てに、それぞれ第２ス
リット部２１１ｄ、２１２ｄが形成されることとしたが、これに限定されない。例えば、
図１８に示す第２変形例のように、ライン電極２１１を構成する複数の小電極２１１ａの
うちの一部の小電極２１１ａのみに、第２スリット部２１１ｄが形成されることとしても
良い。
【００６６】
　図１８は、一実施形態に係るスペーサ２２０の配置の第２変形例を説明するための図で
ある。図１８では、ライン電極２１１の複数の小電極２１１ａのうちのスペーサ２２０が
対向する小電極２１１ａの中央部のみに、第２スリット部２１１ｄが形成されている。こ
れにより、小電極２１１ａにスリット部を設けることに起因する透過率低下を抑制できる
。一方で、ライン電極２１２の複数の小電極２１２ａのいずれにも、第２スリット部２１
２ｄは、形成されていない。これにより、小電極２１２ａにスリット部を設けることに起
因する透過率低下を防止できる。なお、スリット部が形成されない小電極２１１ａ、２１
２ａに対応するピンホール２１５は、図１８において破線で示すように、透明電極２０６
ｂにおいて小電極２１１ａ、２１２ａの中心に対応する位置に形成される。
【００６７】
　（１－６．バリア駆動部の構成）
　バリア駆動部１６０は、立体視表示を行う際、複数の開閉部１７１、１７２が同じタイ
ミングで開閉動作を行うように駆動するものである。具体的には、バリア駆動部１６０は
、グループＡに属する複数の開閉部１７２と、グループＢに属する複数の開閉部１７２と
を、時分割的に交互に開閉動作するように駆動する。
【００６８】
　図１９は、一実施形態に係る開閉部１７２のグループ構成例を示すものである。開閉部
１７２は、例えば２つのグループ、具体的には、１つおきに配置された複数の開閉部１７
２Ａ同士がグループＡ、及び複数の開閉部１７２Ｂ同士がグループＢで構成されている。
【００６９】
　図２０は、立体視表示および２次元表示を行う場合の液晶バリア１７０の状態を模式的
に表すものであり、図２０（Ａ）は立体視表示を行う一状態を示し、図２０（Ｂ）は立体
視表示を行う他の状態を示し、図２０（Ｃ）は２次元表示を行う状態を示す。液晶バリア
１７０には、開閉部１７１および開閉部１７２（グループＡに属する開閉部１７２Ａ、グ
ループＢに属する開閉部１７２Ｂ）が交互に配置されている。この例では、開閉部１７２
Ａ、１７２Ｂはそれぞれ、表示部１３０の６つの画素Ｐｉｘに１つの割合で設けられてい
る。以下の説明では、画素Ｐｉｘが、ＲＧＢ３つのサブピクセルからなるピクセルとする
が、これに限定されるものではなく、例えば、画素Ｐｉｘがサブピクセルであってもよい
。尚、液晶バリア１７０において、光が遮断される部分は斜線で示している。
【００７０】
　立体視表示を行う場合には、表示部１３０において、映像信号ＳＡ、ＳＢに基づく映像
表示を時分割で行い、かつ液晶バリア１７０において、表示部１３０の時分割表示に同期
して、開閉部１７２（開閉部１７２Ａ、１７２Ｂ）を開閉する。この際、開閉部１７１は
、閉状態（遮断状態）に維持するようになっている。具体的には、図２０（Ａ）に示すよ
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うに、映像信号ＳＡが供給された場合には、液晶バリア１７０では、開閉部１７２Ａが開
状態、開閉部１７２Ｂが閉状態になる。表示部１３０は、開閉部１７２Ａに対応した位置
に配置された互いに隣接する６つの画素Ｐｉｘに、映像信号ＳＡに含まれる６つの視点映
像を表示する。同様に、図２０（Ｂ）に示すように、映像信号ＳＢが供給された場合には
、液晶バリア１７０では、開閉部１７２Ｂが開状態、開閉部１７２Ａが閉状態になる。表
示部１３０は、開閉部１７２Ｂに対応した位置に配置された互いに隣接する６つの画素Ｐ
ｉｘに、映像信号ＳＢに含まれる６つの視点映像を表示する。
【００７１】
　他方、２次元表示を行う場合には、図２０（Ｃ）に示したように、表示部１３０におい
て映像信号Ｓに基づく表示を行い、液晶バリア１７０において、開閉部１７１および開閉
部１７２（開閉部１７２Ａ、１７２Ｂ）を共に開放状態（透過状態）に維持するようにな
っている。
【００７２】
　＜２．表示装置の動作例＞
　上述した構成を有する表示装置１００の動作例について説明する。以下では、表示装置
１００の全体動作の概要、立体視表示動作の詳細の順に説明する。
【００７３】
　（２－１．表示装置の全体動作の概要）
　制御部１１０は、外部より供給される映像信号Ｖdispに基づいて、表示駆動部１２０、
バックライト駆動部１４０、およびバリア駆動部１６０に対してそれぞれ制御信号を供給
し、これらがお互いに同期して動作するように制御する。
【００７４】
　すなわち、バックライト駆動部１４０は、制御部１１０から供給されるバックライト制
御信号に基づいてバックライト１５０を駆動する。バックライト１５０は、面発光した光
を表示部１３０に対して射出する。表示駆動部１２０は、制御部１１０から供給される映
像信号Ｓに基づいて表示部１３０を駆動する。表示部１３０は、バックライト１５０から
射出した光を変調することにより表示を行う。バリア駆動部１６０は、制御部１１０から
供給されるバリア制御命令に基づいて液晶バリア１７０を駆動する。液晶バリア１７０は
、バックライト１５０から射出し表示部１３０を透過した光を、透過または遮断する。
【００７５】
　（２－２．立体視表示動作の詳細）
　図２１を参照しながら、立体視表示動作の詳細について説明する。図２１は、表示部１
３０および液晶バリア１７０の動作例を示す図であり、図２１（Ａ）は、映像信号ＳＡが
供給された場合の動作例を示し、図２１（Ｂ）は映像信号ＳＢが供給された場合の動作例
を示す。
【００７６】
　表示駆動部１２０は、図２１（Ａ）に示すように、映像信号ＳＡが供給された場合には
、表示部１３０において、互いに隣接する６つの画素Ｐｉｘに、映像信号ＳＡに含まれる
６つの視点映像にそれぞれ対応する６画素分の画素情報Ｐ１～Ｐ６を表示する。画素情報
Ｐ１～Ｐ６を表示する６画素は、開閉部１７２Ａ付近において隣接配置された画素とする
。一方、液晶バリア１７０では、上述のように、開放部１７２Ａが開放状態（透過状態）
、開放部１７２Ｂが閉状態になるように制御される（この際、開閉部１７１は閉状態）。
これにより、表示部１３０の各画素Ｐｉｘから出た光は、開閉部１７２Ａにより出射角度
が制限される。即ち、表示部１３０において空間分割的に表示された６つの視点映像が、
開閉部１７２Ａによって分離される。このように分離された視点映像のうち、例えば画素
情報Ｐ３に基づく映像光が観察者の左眼において観察され、画素情報Ｐ４に基づく映像光
が観察者の右眼において観察されることで、観察者には立体的な映像として認識される。
【００７７】
　映像信号ＳＢが供給された場合についても同様で、図２１（Ｂ）に示すように、表示部
１３０において、互いに隣接する６つの画素Ｐｉｘに、映像信号ＳＢに含まれる６つの視
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点映像にそれぞれ対応する６画素分の画素情報Ｐ１～Ｐ６を表示する。画素情報Ｐ１～Ｐ
６を表示する６画素は、開閉部１７２Ｂ付近において隣接配置された画素とする。一方、
液晶バリア１７０では、上述のように、開放部１７２Ｂが開放状態（透過状態）、開放部
１７２Ａが閉状態になるように制御される（この際、開閉部１７１は閉状態）。これによ
り、表示部１３０の各画素Ｐｉｘから出た光は、開閉部１７２Ｂにより出射角度が制限さ
れる。即ち、表示部１３０において空間分割的に表示された６つの視点映像が、開閉部１
７２Ｂによって分離される。このように分離された視点映像のうち、例えば画素情報Ｐ３
に基づく映像光が観察者の左眼において観察され、画素情報Ｐ４に基づく映像光が観察者
の右眼において観察されることで、観察者には立体的な映像として認識される。
【００７８】
　このように、観察者は、左眼と右眼とで、画素情報Ｐ１～Ｐ６のうちの異なる画素情報
を見ることとなり、観察者は立体的な映像として感じることができる。また、開閉部１７
２Ａと開閉部１７２Ｂを時分割的に交互に開放して映像を表示することにより、観察者は
、互いにずれた位置に表示される映像を平均化して見ることとなる。このため、表示装置
１００は、複数の開閉部１７２をグループ分けせずに一括駆動する場合に比べ、２倍の解
像度を実現することが可能となる。言い換えれば、表示装置１００の解像度は、２次元表
示の場合に比べ１／３（＝１／６×２）で済むこととなる。
【００７９】
　ここで、上述した開閉部１７１、１７２を有する液晶バリア１７０は、透明基板２０２
ａ、２０２ｂ間に液晶層２０４を封止したものであり、開閉部１７１、１７２に対応する
各領域へ個々に電圧を印加することによって、光の透過および遮断が切り替えられる。そ
のため、液晶層２０４へ電圧を印加するための透明電極層２０６ａ、２０６ｂのうち透明
電極層２０６ａが、複数のライン電極２１１、２１２に分割されている。
【００８０】
　＜３．まとめ＞
　上述したように、表示装置１００の液晶バリア１７０には、電圧が印加される透明基板
２０２ａ、２０２ｂの間に、液晶層２０４の厚みを制御する柱状のスペーサ２２０が設け
られている。そして、スペーサ２２０は、透明電極層２０６ａ（具体的には、ライン電極
２１１）の、配列方向においてピンホール２１５から離れたスリット部（図１０に示す第
１スリット部２１１ｃ、図１６及び図１８に示す第２スリット部２１１ｄ）に対向するよ
うに、設けられている。
【００８１】
　かかる場合には、図１１、図１４を用いて説明したように、スペーサ２２０がピンホー
ル２１５に対向する場合（図１３参照）に比べて、液晶層２０４においてスペーサ２２０
周囲の液晶分子の配向の乱れを抑制できる。特に、本実施形態のようにＶＡ方式の液晶バ
リア１７０における液晶分子の配向乱れを有効に抑制できる。これにより、液晶分子の配
向の乱れに起因するモアレの発生度合いを抑制でき、この結果モアレに起因する画質劣化
を抑制できる。
【００８２】
　上述した構成を有する表示装置１００は、様々な電子機器に適用できる。ここで、図２
２を参照しながら、電子機器の一例であるテレビ３００について説明する。図２２は、本
開示の一実施形態に係る電子機器の一例であるテレビ３００を示す図である。テレビ３０
０は、フロントパネルやフィルタガラス等から構成される映像表示画面部３１０を有する
。映像表示画面部３１０、上述した立体視表示が可能な表示装置１００を用いることによ
り作製される。このような表示装置１００によれば、立体視表示する際に、ＶＡ方式の液
晶バリア１７０による液晶分子の配向乱れを有効に抑制できるので、モアレに起因する画
質劣化を抑制できる。
【００８３】
　なお、上記では、電子機器としてテレビ３００を例に挙げて説明したが、これに限定さ
れない。例えば、電子機器は、例えばノート型パーソナルコンピュータ、携帯電話、ＰＤ
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Ａ、デジタルカメラ、ビデオカメラ等であっても良い。すなわち、表示装置１００を、電
子機器に入力された映像信号、または電子機器内で生成した映像信号を、画像又は映像と
して表示するあらゆる分野の電子機器の表示装置に適用できる。
【００８４】
　以上、添付図面を参照しながら本開示の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
開示の技術的範囲はかかる例に限定されない。本開示の技術分野における通常の知識を有
する者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更
例または修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本開示の技
術的範囲に属するものと了解される。
【００８５】
　また、上記実施の形態等では、液晶バリア１７０において光を透過又は遮断する複数の
開閉部１７１、１７２が、ＸＹ平面において斜め方向に延在する（図５参照）場合を例に
挙げて説明したが、これに限定されない。例えば、光を透過又は遮断する複数の開閉部が
、交互に、かつＹ方向に沿って延在するように設けられていてもよい。
【００８６】
　また、上記実施の形態では、立体視表示の際に、液晶バリア１７０の複数の開閉部１７
１、１７２において、開閉部１７１を閉状態に維持し、開閉部１７２を映像信号に基づい
て開状態となるように駆動する場合について説明したが、これに限定されない。例えば、
開閉部１７２を閉状態に維持し、開閉部１７１を映像信号に基づいて開状態となるように
駆動してもよい。かかる場合には、スペーサ２２０は、ライン電極２１１、２１２のうち
のライン電極２１２の小電極２１２ａに対向する。
【００８７】
　また、上記実施の形態では、高解像度を得るために、開閉部１７１、１７２のうち、開
閉部１７２を更に２つのグループＡ、Ｂに分け、グループＡ、Ｂを時分割的に駆動して映
像表示することとしたが、これに限定されない。例えば、液晶バリア１７０における全て
の開閉部１７１を閉状態、全ての開閉部１７２を開状態となるように駆動して、視点映像
を分離するようにしてもよい。あるいは逆に、開閉部１７２のグループ数を３つ以上にし
て、これら３つ以上のグループを順次駆動するようにしてもよい。
【００８８】
　また、上記実施の形態等では、映像信号ＳＡ、ＳＢが６つの視点画像を含むようにした
が、これに限定されるものではなく、５つ以下または７つ以上の視点映像を含むようにし
てもよい。例えば、映像信号に５つの視点画像が含まれる場合には、開閉部１７２は、表
示部１３０の５つの画素Ｐｉｘに１つの割合で設けるようにすればよい。但し、必ずしも
、視点映像の数と、それらを表示する画素数が一致していなくともよい。即ち、例えば、
隣接する複数の画素Ｐｉｘに表示する画素情報が、必ずしも互いに異なる視点のものでな
くともよく、同一の視点の映像についてのものを含んでいてもよい。
【００８９】
　なお、以下のような構成も本開示の技術的範囲に属する。
（１）
　電圧が印加される電極が形成された第１基板と第２基板との間に封止され、光を透過又
は遮断可能な液晶層であって、前記電圧が印加されない場合に前記光を遮断し、前記電圧
が印加された場合に前記光を透過する液晶層と、
　前記第１基板と前記第２基板との間に設けられ、前記液晶層の厚みを制御する柱状のス
ペーサと、
　を備え、
　前記第２基板の第２電極は、配列方向に配列された複数の小電極を含み、
　前記第１基板の第１電極には、前記電圧が印加された際に、前記小電極と協働して前記
液晶層における電界の向きを制御する孔が形成され、
　前記スペーサは、前記第２電極の、前記配列方向において前記孔から離れたスリット部
に対向するように、設けられている、



(17) JP 2013-187758 A 2013.9.19

10

20

30

40

50

　液晶バリア。
（２）
　前記液晶層は、前記光を透過可能な透過領域と、前記光を遮断可能な遮断領域と、を有
し、
　前記スペーサは、前記透過領域と前記遮断領域のうちの前記遮断領域のみに設けられて
いる、
　請求項１に記載の液晶バリア。
（３）
　前記スリット部は、前記配列方向において隣り合う前記小電極の境界部に形成されてい
る、
　請求項１又は２に記載の液晶バリア。
（４）
　前記スリット部は、前記小電極の中央部に形成されている、
　請求項１又は２に記載の液晶バリア。
（５）
　前記複数の小電極のうちの前記スペーサが対向する小電極の前記中央部のみに、前記ス
リット部が形成されている、
　請求項４に記載の液晶バリア。
（６）
　前記スペーサは、前記第２基板から前記第１基板へ向かって前記スペーサの直径が小さ
くなる円錐状に形成されている、
　請求項１～５のいずれか１項に記載の液晶バリア。
（７）
　前記液晶層は、前記光を透過可能な透過領域と、前記光を遮断可能な遮断領域と、を有
し、
　前記孔は、前記第１電極の前記透過領域及び前記遮断領域に対応する領域に、それぞれ
形成されている、
　請求項１～６のいずれか１項に記載の液晶バリア。
（８）
　表示部及び液晶バリアを有し、立体視表示が可能な表示装置であって、
　前記液晶バリアは、
　電圧が印加される電極が形成された第１基板と第２基板との間に封止され、光を透過又
は遮断可能な液晶層であって、前記電圧が印加されない場合に前記光を遮断し、前記電圧
が印加された場合に前記光を透過する液晶層と、
　前記第１基板と前記第２基板との間に設けられ、前記液晶層の厚みを制御する柱状のス
ペーサと、
　を備え、
　前記第２基板の第２電極は、配列方向に配列された複数の小電極を含み、
　前記第１基板の第１電極には、前記電圧が印加された際に、前記小電極と協働して前記
液晶層における電界の向きを制御する孔が形成され、
　前記スペーサは、前記第２電極の、前記配列方向において前記孔から離れたスリット部
に対向するように、設けられている、
　表示装置。
（９）
　表示部及び液晶バリアを有し、立体視表示が可能な表示装置を具備する電子機器であっ
て、
　前記液晶バリアは、
　電圧が印加される電極が形成された第１基板と第２基板との間に封止され、光を透過又
は遮断可能な液晶層であって、前記電圧が印加されない場合に前記光を遮断し、前記電圧
が印加された場合に前記光を透過する液晶層と、
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　前記第１基板と前記第２基板との間に設けられ、前記液晶層の厚みを制御する柱状のス
ペーサと、
　を備え、
　前記第２基板の第２電極は、配列方向に配列された複数の小電極を含み、
　前記第１基板の第１電極には、前記電圧が印加された際に、前記小電極と協働して前記
液晶層における電界の向きを制御する孔が形成され、
　前記スペーサは、前記第２電極の、前記配列方向において前記孔から離れたスリット部
に対向するように、設けられている、
　電子機器。
【符号の説明】
【００９０】
　１００　　表示装置
　１３０　　表示部
　１７０　　液晶バリア
　１７１、１７２　　開閉部
　２０２ａ、２０２ｂ　　透明基板
　２０４　　液晶層
　２０６ａ、２０６ｂ　　透明電極層
　２０８ａ、２０８ｂ　　偏光板
　２１１、２１２　　ライン電極
　２１１ａ、２１２ａ　　小電極
　２１１ｂ、２１２ｂ　　接続部
　２１１ｃ　　第１スリット部
　２１１ｄ、２１２ｄ　　第２スリット部
　２１５　　ピンホール
　２２０　　スペーサ
　２２１　　テーパ部
　３００　　テレビ
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